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1主 題 につい て

1主 題設定 の理 由

今 日、学校教育 においては、国際化 や情報化 の進展 、少子高齢化社会 の到来 な どの激 しい

社会 の変化 を背景 と して、生徒 の多様化 に対応 して豊か な人間性 をは ぐくむ とと もに、生徒

一人一人 の個性 を生 か してその能 力を十分 に伸 ばす、新 しい時代 の教 育の在 り方が問 われ て

い る。

このよ うな中で、平成11年3月 に、21世 紀 を主体的 に生 きることがで きる生徒の育成 を 目

指 して、新 しい高等学校 学習指導 要領 が告示 された。 この新 しい高等学校学習指導要領 は、

平成14年 度 か らの完全 学校週5日 制 の実施 の下 で、平成15年 度か ら、ゆ と りの 中で特色 あ る

教育 を展開 し、生徒 に 「生 きる力」 を培 うこ とをね らって改定 された ものである。 ここで は、

「学校 設定科 目」、「学校設定教科 」の設置、「総合的 な学習の時間」の創設 な ど、各学校 が 生

徒 や地域 の実態等 を踏 まえ、創意工 夫を生 か して主体的 に教育課程 を編成 し、特色 ある教 育

活動 を実施 で きる仕組 みが整 え られている。中で も 「総合的 な学習の時間」の実施 に当た っ

ては、生徒 の興味 ・関心 に応 じて、体験的 な活動 を含む多様 な学習活動の展開が求 め られ て

お り、学校 の教育活動 の指導 内容 に よっては、学校 内の教職員のみで指導 に当たるだけで な

く、学校 外の専 門家 などの協 力 を求めて実 施す る ことも考 えられ、今 まで以上 に開かれ た学

校 づ くりを進め ることが必要 になっている。

一方、東京都 におい て も、平成10年3月 の 「都立学校等あ り方検討委員会報告書」 を踏 ま

え、校 長の リー ダーシ ップの確 立及び学校管理 の適正化 を 目指 した 「東京都立学校 の管 理 運

営 に関す る規則 」の改 正や、能力 開発型教員評価制度であ る教員の 「人事考課制度」 の実 施

をは じめ と して様々な施策が推進 され、開かれた学校づ くりが進め られて きた。 また、平 成

12年8月 に策定 された 「心の東京革命」推進 プラ ンにおいて も、学校、家庭 、地域 及び社 会

全体 におけ る取組の方向性が示 され、都立高等学校 にお ける心の教育や体験学習 の充実 を図

る とともに、保護者や地域住民の学校運営へ の参画意識 を高 めるこ とが謳 われてい る。 さ ら

に、すべての都立高等学校で、平成13年 度 には、保護者や地域住民 に学校 の教 育活動 につ い

ての理解 を得 るための 「通年の授 業公開」 や、保護者 や地域住民 の意向 を的確 に把握 してそ

の結果 を学校運営や教育内容 に反映 させ る 「学校 運営連絡協議会」 が実施 される ことにな っ

てい る。学校 において は、これ らの取組 を通 じて、「開かれ た学校 づ くり」 を一 層推 進 して

教員の意識改革 を進め る とともに、生徒 一人一人の個に応 じた充実 した教育活動 を展開 す る

ことが重要 な課題 となっている。

そ こで 、本年度の教育研究員教育経営部会では、今後 も学校 が積極的 に取 り組 む ことが求

め られて いる 「開かれ た学校づ くり」 を一層推 進するために、「開かれた学校づ くりの推進 一

魅力あ る都立学校 を 目指 して一」 を研究主題 と して、 このこ とにかかわる様 々な取組 や方 策

について考察 し、ま とめるこ ととした。
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も外1も 開かれた学校

学校運営連絡協議会

多様な学習機会の提供

教員相互の交流

外部委員との協議

外部評価

教員の意識改革

学 校 間 連 携

自己申告書の活用

学校評価の実施

学校経営への参画

2研 究 内容

研究主題 「開かれた学校づ くりの推進」 の もと、次 の三つ のテーマ を設 けて、それぞ れの

視点か ら、実現 の方 策等 について検討 した。

(t)試 行校 か ら学 ぶ学校 運営連絡協 議会の円滑な実施 を図るための工夫

東京都 では、平成11年 度か ら学 校運営連絡協 議会 を試行 しているが、 これ らの試行校 にお

け る学校運営連絡協 議会 の運営 の実際の状 況について調査 し、各試行校 におけ る工夫点 や改

善点等 を整理 した。 また、平 成13年 度か ら学校 運営連絡協議会 が全都立学校 に設置 され る こ

とを踏 まえ、開かれた学 校づ くりを一層推進す るために、学校 運営連絡協 議会 を円滑 に運 営

す る上で必要 である と考え られる事項 について整理 し、 まとめた。

(2)全 日制高校 における学校 間連携 一生徒 に開 かれた学校づ くり一

生徒 に とって開かれた学校づ く りを進 めるためには、生徒の興味 ・関心 や適性等 に対 応 し

た教科 ・科 目の設置 が必要 である。 しか し、現状 の教育課程で は、入学後 、学校 に設 置 され

てい ない専 門的な科 目を学習 したい とい う生徒 の希望 には十分応 え きれて いない面が ある。

そ こで 、生徒 の学習意欲 を高 める とともに、学校の教育活動 を充実 させ るこ とので きる学

校 間連携の在 り方 につ いて考察 した。

(3)教 員の学校経営へ の参画意識

教 員一人一人が学校経営へ の参画意識 を高め てい くため には、教員の意識 を改革す る こ と

が不 可欠であ る。そ こで、教員 に課題意識 を持 たせ る 「自己 申告書の補足様式」 を作成 し、

教 員相互の共通理解 を図 り、協働へつ なげることを考 えた。 また、都立高校 にお ける学 校 評

価 の実施 と活用の実態 につ いて調査 して、学校評価の実施の有用性 につい て検証 し、学 校 が

内に も開かれ た もの となるための方策 について考察 した。
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II試 行校から学ぶ学校運営連絡協議会の円滑な運営を図るための工夫

1は じめに

東京 都で は、「都 立学校等 あ り方検討 委員会報告書」 を踏 まえ、 開か れた 学校 づ く りの推

進 を図 るため に、平 成11年 度 か ら、「学校 運営連絡協議会」(以 下 、協議会 と呼ぶ)の 試行 が

行わ れている。 これは、学校教育 を開 き、学校が都民か ら一層信 頼 される存 在 となるため に

も、極 めて重要 な取組 である と考え られる。

本分科会で は、平 成13年 度か らの全都立学校 にお ける協 議会実施 に向 けて 、協 議会試 行校

の これ までの経験 か ら学 び、今後 の協議会 の円滑 な運営 を図 るための工夫 につ いて考察 した。

2試 行校 のア ンケー ト調 査結果 と分析

初 年度(平 成11年 度)の 試行校 は、27校(同 一校 にお いて全 日制課程 、定時制課 程別 に2

協議会 設置の学 校があ るので、実質的には、28協 議会)で ある。本研究 では、 これ らの試 行

校 に対 して、「学校運営 連絡協 議会(試 行)に 関す る調査」の実施 を依 頼 し、19校 か ら回答

を得た。本報告書 の図や表 におい て、表1は 、都教 育委員会 が実施 した 「試行校 連絡会」 の

資 料 を基 に作成 した もので あ り、それ以外 の図 や表 は 、すべ て この 「学 校 運営 連絡協 議 会

(試 行)に 関する調査」 に対 する回答 を基 に作成 した。

(1)内 部委 員の構成

企 画調整会議の構成員であ る教務主任、生 活

指導 主任 、進路指導主任の3主 任 は、半数 以上

の試行校 において選任 されている(図1)。

また、任命主任以外で は総務主任が多 く選任

され てい るが、協 議会事務局 としての役割 が求

め られ ている もの と考 えられる。

(2)外 部委 員の構成 に関 して

次ペ ー ジの外部委員構 成(表1)の 欄1は 、

教務主任

進路指導主任

生活指導主任

保健主任

学年主任

総務主任

その他

051015

〈図1内 部委員会(19校 中の校数)〉

平 成11年 度試 行校 の 平 成11年 度 にお け る外 部 委員 の構 成 割 合 で あ り、欄IIは 、平 成11年 度 試

行 校 が 、 試 行2年 目 に 当 た る平 成12年 度 に 選 任 した外 部 委 員 の構 成割 合 で あ る。 ま た 、欄 皿

は 、 平 成12年 度 全 試 行 校 の 外 部 委 員 の 構i成割 合 で あ り、欄 配 は 、全 試 行校63校 の う ち平 成12

年 度 か ら試 行 を開 始 した36校 にお け る外 部 委 員構 成 で あ る 。

欄1か ら欄 皿の 変 化 を み る と、初 年 度 試 行27校 につ い て 、PTA会 長 の 構1成割 合 が 大 き く増

加 し、PTAのOBの 構 成 割 合 も倍 増 して い る こ とが 分 か る 。 こ れ に 対 して 、PTA役 員 の 構 成

割 合 は 、大 幅 に減 少 して い る 。平 成12年 度 全 試 行 校 につ い て 見 て も、PTA会 長 は 、 約3/4の

学 校 で 、PTAのOBは 、約1/4の 学 校 で委 嘱 され て い る(欄 皿)。PTA会 長 の 構 成 割 合 が 高 い

こ とは 、平 成12年 度 か ら試 行 を始 め た36校 に お い て 、 よ り顕 著 で あ る(欄IV)。 この こ とは 、

保 護 者 を代 表 す る方 を 外 部 委 員 に 委 嘱 す る こ とに よ り、保 護 者 全 体 の生 の 意 見 を協 議会 に も

反 映 させ よ う との 意 図 で あ ろ う と思 わ れ る 。 また 、PTAのOBの 構 成 割 合 が 多 い こ と は 、3

年 間 の 保護 者 と して の 経 験 か ら学 校 を よ く理 解 して お り、子 供 が 卒 業 した こ と に よ り一 層 率
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直で支援的 な協 議へ の参加 を期待 しての ことと考 え られる。

次 に、町会 ・自治会 の関係 者は、4割 強 も委嘱 されているが 、これは、地域 と学校 との相

互理解 を深 め ようとの意図である と思われる。興味深 いこ とは、校医 を外部委員 に委嘱 して

い る学校が平成12年 度全試行 校の約1/6あ った ことである。生徒の様子 を よく把握 してい て 、

当該校 の校 医経験 が長い医師が外部委員に加 わる ことで、協議会委員 の生徒理解が よ り深 ま

る との意 図が読 み とれる。

関係機 関の職 員 に関 して見 ると、高等 学
表1外 部 委 員 構 成校が 地域

の中学 生 を学校 に迎え入れ る とい

う観点 か ら、地域 におけ る自校 に対す る評

価 を知 るためばか りで な く、 自校 に対す る

理解 を小 ・中学 校 にも深めて もらうた め に

ほ とん どの試行校で中学校長 ・小学校 長 を

外部委員 に委嘱 してい る。 また、 中学校 長

を自学 区のすべ ての行政区か ら1名 ずつ 委

嘱 して、地域 の生徒 の 自校への進学志望 動

向 の把握 に活用 してい る試行校 もあ る。 さ

らに、初年 度の協 議会 を円滑 に実施す る意

味 か ら、区市 町村教育委員会関係者(指 導

主事等)を 外部委員 に委嘱 してい る試行 校

が4割 強あ るこ と も、 工夫 の結 果 であ る と

考 え られる。

その他 では、同窓会 ・後援 会か ら外部 委

員 を委 嘱 している試行校がかな り多い。 学

校 の良 き理 解者 であ り、学校 と しての伝 統

を継 承す る意味 か らも必要なことと思 うが、

PTA役 員 、PTAのOBま で含 め て、 学校 関

係者が 、外部委員 に占め る割合が多す ぎる

と、他 の外部委 員が、率直な意見 を述べ る

雰囲気が 阻害 される恐 れ もある。構 成比 率

に適度 な均衡 を維持 する配慮 も必要であ る

と思 われる。

外部委員 の構 成に関連 しては、大学 関 係

者 を外部委員 に委 嘱 している試 行校 は約2

割あ るが 、大学進学 を 目指す生徒 の多い学

校であ り、高大連携 の可 能性 を協議会 で協

議 して実現 した学校が あった。 また、外部

委員 を地域の企業 関係者 に委 嘱 してい るあ

る専 門高校で は、生徒の イ ンター ンシ ップ

構 成 1 II m N
I

保 護 者

PTA会 長 51.9 70.4 75.0 85.3

PTA役 員 70.9 111 37.5 32.4

保護者 25.9 25.9 23.4 21.6

PTAのOB 3.7 7.4 25.0 37.8

その他 11.1 18.5 15.6 13.5

地域の有識者

町会 ・自治会役員等 59.3 III 43.8 43.2

上記以外の地域の方 11.1 14.1 16.2

民生 ・児童委員 33.3 3.7 12.5
..

校医 il.i 18.5 15.6 13.5

その他 48.1 57.3 50.0 45.9

関係機関の職員

中学校長 96.3 ioo 95.3 91.9

小学校長 55.6 59.3 53.1 48.6

区市教委職員 33.3 42.2 42.2 45.6

区市職員 3.7 4.7 5.4

警察関係者 22.2 il.1 12.5 .・

その他 3.7 33.3 42.2 48.6

そ の 他

同窓会員 66.7 55.5 62.5 67.6

後援会員 18.5 15.6 13.5

卒業生 3.7 6.3 8.1

企業関係者 25.9 22.2 17.2 13.5

大学関係者 7.4 21.9 32.4

その他 55.9 25.9 25.0 27.0
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受 け入れ先 を協議会 にお ける意見交換 を通 して紹 介 して もらった事例 があった。 また、協 議

会 を通 じて 中学校への 「出前授業」 を実施 した学 校 もあった。

(3)内 部委員の構成の変更

平成11年 度試行校の うち、平成12年 度 に内部委員 を変更 した学校 は、約半 数であ った。 主

な変更の理由 は、以下の よ うな ものであ る。平成11年 度 の協議会実施 を円滑 に行 うため に、

い くつかの試行校で は、協議会設置の意義 をよ り十分 に理解 している教職員 を内部 委員 に充

てた。 しか し、2年 目の試行 に当た り、本来協議会 内部委員の 「充 て職」で あるべ き教 務、

進路 指導、生活指導 などの任命主任層か ら内部委員 を選任 した とい うもので ある。 この変 更

は、協 議会の意義及び必要性 に対する理解 が、試行1年 を経て 、内部委員以外 の教職員 に も

浸 透 し始 めた こ との証左であ ろう。やは り、外部委員 との協議 を通 じて 、学校 を よ り開か れ

た ものに変 えてい く教職員の代表 と しての内部委員 には、任命主任がふ さわ しい。そ して、

主任が協 議会 に出席 し外部委員 と意見交換 な どをす るこ とによって、学校経営 に参 画 してい

る とい う意識 を持 つ ようになる ことも、協議会設置の意義の一つであ る と考 え られる。

(4)外 部委 員の構成 の変 更

平 成12年 度 に外部委員の構 成 を変更 したのは、初年度試行校の約6割 であ った。変更 の理

由 と して多か った ものの一つは、学校 と保護者 、地域の有識者 、関係機関 とが密接 な連 携 を

図 り、協 力 を得 るため には、協議会 に常 に出席で きる外部委員 を委嘱す るこ とが必要 であ る

か らとい うものであ る。代理者の出席 を認 めなければな らない よ うな外部委員 の委 嘱は避 け

るべ きであ る。

(5)協 議 内容の分類

「学習指導」 についての協 議が19校 中11

校 と最 も高 くなっている。その内容 は学 校

によ り様 々だが、大学進学のための学習 指

導 ばか りではな く、基礎 ・基本 を充実 させ、

学 力の伸 長 を図 る学習指導 を望 む意 見が 多

い。 よ り分か りやすい授 業 を実践す るため

に教育方 法 を一層改 善 してほ しい とい う要

望 が多 くあ る一方で、大学進学希望者 の多

い高校 では、充実 した進学対策 と しての補

学習指導

生活指導

進路指導

授業について

教員について

部活動

学校行事

その他

024681012

〈図2協 議内容の分類(19校 中の校数)〉

習 ・講 習 を切 望 す る意 見 も多 くあ る 。 また 、学 習 指 導 ば か りで は な く、生 活 指 導 を重 視 し、

生 徒 の心 を豊 か にす る教 育 を して ほ しい とい う意 見 もあ る。

「授 業 につ い て」 に 関 して は 、教 職 員 の 意 識 改 革 を前提 と した 「授 業 公 開 」 を望 む意 見 が

6校 に達 して い る 。授 業 が公 開で きな い とい う こ とは 、都 民 の 目か ら見 れ ば 、 「自分 の 授 業

に 自信 が な い」 と思 わ れ て も仕 方 が な い。 全 教 職 員 が授 業 を積 極 的 に公 開 で き る学 校 を 目指

す こ と も、 開 か れ た学 校 づ く りの た め に求 め られ て い る(図2)。

(6)平 成11年 度 の 協 議 に よ り実 現 した事例

協 議 した 内容 の うち適 切 で 時 宜 を得 た もの と認 め られ る事 項 に つ い て は 、 そ の 実現 が 図 ら

れ て い るが 、平 成11年 度試 行 校 の 協 議 会 の 成 果 と して 、平 成12年 度 に教 育 活動 に 反 映 さ れ た
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事 項 は 、全 協 議 事 項 の 約7割 にの ぼ る。 そ の 中 で 多 か っ た の は 、授 業 公 開 の実 施 と学 校 に 関

す る情 報(イ ン タ ー ネ ッ ト等 に よ る学 校 紹 介 を含 む)の 提 供 で あ っ た 。 また 、 家庭 科 の 授 業

に お い て 、 高齢 化 現 象 や 老 人 介 護 の 問 題 な ど 日本 の社 会 が抱 え る課 題 に つ い て の 学 習 を 充 実

させ る こ とが で きた事 例 もあ っ た。

(7)評 価 委 員会 にお け る学 校 評 価 の 形 式

学 校 評 価 の 形 式 につ い て は 、19校 中3校 が 主 に記 述 形 式 で あ った の に 対 し、16校 が 主 に択

一 式 ア ン ケ ー ト形 式 で あ っ た 。

主 に択 一 式 ア ンケ ー ト形 式 と した16校 が 、特 に重 視 した 項 目 とア ンケ ー トの 調 査 対 象 は 、

初 年 度 試 行 校 につ い て表2の とお りで あ る。 ま た 、調 査 対 象 につ い て は 、 表3に 示 した 。

「その他」 は、学校 の特色 に より様 々で あるが 、専 門高

校 などで は、会社 関係者 を外部 委員に委嘱 し、企業 に評 価

アンケー トを行 った例 もあった。 さらに、学校 によっては、

学校経営 的な面や教育課程 に関する内容について もアンケー

ト項 目に含 め、新 しい教育課程の編成 に当たって、教 職員

ばか りでな く、生徒 ・保護者の意見 も取 り入れ ようと して

い る事例 が見 られた。

(8)外 部委 員が協議会委 員以外 と意見交換 する機会

初年度試行校 の うち、外部委員が上記 の意見交換 の機会

を持 ったのは、19校 中14校 あった。その対 象内訳 は、表4

の とお りであ る。意見交換 の対 象 と して2番 目に多い保護

者の 内訳 にはPTA関 係者が多 く、外部委員 と して内部 委員

か らだけでは な く、直接 、学校 に関す る身近な問題 を知 っ

てお きたい とい う意欲の表れであ ると考え られる。 また、

この ような機 会 を持つ ことによ り、内部委員 もまた、普段

は聞 くことがで きない地域の方々の意見 も聞 くことがで き

る。そ して、地域 の方 々も、それ まで対話 する ことが 少 な

か った学校 の教職員 と話 をする機 会 を持 つ ことがで き、相

互理 解 を深 め相互協 力の雰囲気 を醸 成する ことがで きた も

の と思 う。 これ も、開かれた学校 づ くりへ の大 きな一 歩 と

いえる。学校 が地域 に対す る情 報提供や説 明責任が必 要 で

ある との意識が、内部委員である主任層 を中心 に芽生 え始

めた と考 えられ る。

表2重 視 した項 目

重視 した項 目 校数(全16校)

学習指導 9

進路指導 8

生活指導 8

学校行事 7

表3調 査の対象

調 査 対 象 校数(全16校)

保護者 15

生 徒 11

教職員 io

地域の方々 7

その他 i

表4意 見交換の対象

意見交換対象 校数(全14校)

教職員 8

保護者 5

生徒 4

地域の方々 3

その他 4

3学 校 運営連絡協 議会の円滑な運営 を図 るための工夫

(1)協 議会 の運営につ いて

①協議会 開催 日程:協 議会 においては、継 続的 な協議 が求め られる。そのため に、第1回

協 議会 において、年間の開催 日程 を提 案 し、外部委員 が毎 回出席 で きる 日程調整 を十分 に

行 う必要があ ると思われ る。その際、外部委員に よる授業観 察が可 能な時間帯 や学 校 の特
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色あ る行事 を参観 で きる 日な どを協議会 開催 日に提案す ることな ども、工夫の一つ と して

考 え られる。

② 協議の方向性 の示唆:協 議事案 につ いては、第1回 協 議会 において、学校 側か ら基 本的

方向性 を表 明 してお く必要 がある。現在 の課題 などを第1回 目協議会 において示す こ とに

よ り、継続 的に解決 策を協議 してい くこ とも考 えられ る。

③ 外部委員の推薦:外 部委員 は、校長が適任者 を推薦 し、東京都教育委員会 が委嘱す る こ

ととなって いる。推薦 に当たって 、何 よ りも大切 な ことは、 日常 か ら真剣 に学校 教育 を考

え、それ に基づ いて学校 に対 して支援的 に協 議に参加 して くれる人材 を外部 委員 と して 推

薦する ことである。 その意味で も校長 は、学校経営 方針 に照 らして、適任 と思 う人物 を地

域 の人材の 中か ら、毎年推薦す る必要があ る。ある役職 を固定的 に推薦す るこ とは避 け た

いo

④協議会議 事内容の教職員への周知:協 議会 で協議 された内容で 、適切で時宜 を得 てい る

と校 長が判 断す る もの については、その実現 を図るこ とが望 ま しい。 この 目的 を達成 す る

ためには、教職員の努力が不可欠である。そのために も、協 議会で話 し合わ れた内容 は、

その都度 、速やか に、職員会議な どで詳細 に報告 し、協議会議事録 も常 に閲覧で きる よ う

にす る工 夫が必要である。

(2)学 校評価 について

① 評価 項 目:評 価項 目には、生徒 、保護者 、地域の方 々が的確で妥当 と認 め る項 目を盛 り

込む必要が ある。 その意味で も、第1回 の協 議会終了後に評価 委員会 を開 き、学 校評価 項

目作 成の方針 を検討 し、第2回 目の協議会の際には全委 員で評価委員会 か ら提 案 され た評

価項 目の検討 、修正 を行 う必要があ る。学校 評価ア ンケー トの実施対象 は、で きるだけ多

くの視点か ら評価 を受 ける意味か らも、生徒 、保護者 、教職員 のみでな く、外 部委員 を通

して地域 の方 々 も含め て、中学校の生徒 、教職員 に まで広 げるべ きである。おおむね次 に

示 す 【例】の ような評価項 目は、全校 に共通性 の高い もの と思 われる。評価 ア ンケー トは

回収率 が高 く、迅速 に統計処理で きる形式の択 一式 が最善 と考 え られる。 したがって、 設

問を15項 目程度 と し、評価の尺度は五段 階式 の答えやす い ものが よい と思 われる。 また、

必要 に応 じて、記 述式 を付け加 える工 夫 も考え られる。

【学校評価 についての生徒 ア ンケー ト5項 目の実施例】

1学 校 の様 子 に つ い て(3×2=6点 満 点 で 一6～ 十6点)

質問 A B C D E

1 本校に入学 してよかったと思 う

2 学校の雰囲気がよく、生徒が生き生 きしている

3 先生方は協力 しあって学校運営に当たっている
『

2授 業 に つ い て(3×2=6点 満 点 で 一6～ 十6点)

質問 A B C D E

4 内容が分かりやすい授業が多い

一

5 授業に満足 している

○ 生 徒 用 ア ンケ ー ト

左 の よ うな 形 式 で

5分 野 につ い て 、15

の設 問があ る。イメー

ジ を問 う よ う な も の

で は な く 日常 の 学 校

生 活 か ら判 断 させ る

よ う配 慮 した。
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6先 生は、教材や教え方に様々な工夫をしている

3進 路 指 導 につ い て(3×2ニ6点 満 点 で 一6～ 十6点)

質問 A B C D E

7 進路情報で必要なものは、提供されている

8 進路に関す る先生のア ドバイスは適切である

9 進路 に関 して先生 との面 談は、 よ く行 っている

4行 事 ・ク ラ ブに つ い て(3×2=6点 満 点 で 一6～ 十6点)

質問 A B C D E

10 文化祭 、体育祭 、行事 は、楽 しく充実 している

11 部活動は、活発で充実 している

12 自分の クラスは、楽 しい

5生 活 指 導 に つ い て(3×2=6点 満 点 で一6～ 十6点)

質問 A B C D E

13 学校は、生徒の様々な悩みを聞いてくれる

14 規則などの学校の きまりや先生方の指導は、おおむ

ね納得できる

15 学校は、生活指導面で家庭への連絡や意思疎通 を積

極的に行っている

<評 価 の 尺度>

A:よ く当 て は まる(+2点)B:や や 当 て は ま る(+1点)C:ど ち ら と も言 え な い(0点)

D:あ ま り当 て は ま らな い(-1点)E:ま っ た く当 て は ま らな い(-2点)と して計 算 す る 。

○ 教職 員用 アンケー ト

教 職 員 用 は 、 生 徒

用 、保 護 者 用 と比 較

分 析 す る た め に 、 生

徒 用 と同 じ設 問 に つ

い て 、 例 え ば 、 「生

徒 は 、本 校 に 入 学 し

て よか っ た と思 っ て

い る」 の よ う に 、 書

き換 え た もの を 用 い

る とよい 。

○ 保護者用ア ンケー ト

保 護 者 用 は 、 教 職

員 用 ・生 徒 用 と比 較

分 析 す る た め に 、 生

徒 用 と同 じ設 問 を 例

え ば 、 「内 容 が 分 か

りや す い 授 業 が 多 い

と聞 い て い る」 な ど

の よ うに 、 書 き換 え

た もの を用 い る と よ

いo

質問 A B C D E

i ○○高校は、部活動 も行事 も盛んである

2 ○○高校の授業は難 しいと思う

3 ○○高校の授業は生徒にとって充実 している

4 ○○高校で3年 間過ごすと学力がつ く

5 ○○ 高校 の生徒 に街で会 うと、マナ ーが よい と思 う

6 ○○高校の進路指導はきちんと行われている

7 ○○高校の生活指導はきちんと行われている

8 ○○高校 の生活 は、生 き生 きしている

9 ○○高校では希望の進路が実現できる

10 ○○高校は授業公開を積極的に行っている

11 OO高 校は学校説明会などに熱心だと思 う

【学 校 評 価 に つ い て の 中学3年 生 用 ・中学 教 職 員用 ア ンケ ー トの 実施 例 】

※地 域 か らの 評 価 を

知 る た め の もの な の

で 、 主 と して 学 校 の

イ メー ジ を 問 う設 問

と した 。

さ ら に 、 「○ ○ 高

校 に期 待 す る こ と は

何 で す か」 の よ う な

記 述 式 の設 問 を加 え

る こ と も、 開 か れ た

学 校 づ く りの た め に

効 果 的 で あ る と考 え

られ る。
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②評価結果:評 価結果 は、迅速 に評

価 回答者 に公表すべ きもので ある。+生 徒

そ して・特 に校 内においては・他者 学 校 の様子i+教 職 員 」

の評価 と教職員 の学校 自己評価 との 一一一一 一『

違 いを教職員 自らが認識するため に、

なければな らない。そのためには、

ア ンケー ト調査結果 について 【教職

員 と生徒 】 【教 職員 と保護者 】の比 行事 ・クラブ 進路指 導

較 が必要 であ る(図3)。 ア ンケー

〈図3学 校評価の比較チャー ト〉ト調査 の結果 を入念 に分析 し
、校 内

研 修 を定期 的、継続 的に実施 し、生徒 、保護者か ら満足 され、地域 か ら も高 く評価 され る

学校 となる よう教職員 が 自己研鐙 を行 い、学校改善 に努め、 自らの意識改革 を図 るこ とが

求め られている。

(3)今 後の学 習活動 と協 議会 のかかわ り

新高等学校学習指導要領の総則 には、総合 的な学習 の時 間の学 習の ね らい につ い て、 「グ

ループ学習や個人研究 な どの多様 な学習形態 、地域の人々の協力 も得つつ全教師が一体 となっ

て指導 に当た るなどの指導体制、地域 の教材 や学習環境 の積極 的な活用 な どについて工夫 す

ること」が示 されてい る。 まさに、地域 の持 つ潜在 的な教育力 の活用 を図る ことが求め られ

てい るのであ る。

協 議会 にお ける協議 を通 して、学校は、地域 の持つ潜在 的な教育力 を学校 の中に吸収す る

ことが可 能 となる。学 校

は、主 体的に学習 活動 の

教材 開発 を進めなけれ ば

な らないが、協議会 とい

う地域 に開かれた大 きな

窓 を通 して、 これ まで 、

地域 との連携が十分で は

なかった高等学校 で も、

地域 の人 々の英知 を生 か

して総 合的 な学習の時 間

をは じめ 、多 くの教育 活

動の充実 を図 るこ とが で

きるようになる もの と考

える。

学 校 運 営 連 絡 協 議 会

協議TX協 議

協議
外部委員 内部委員
地 域 環 境

発掘 開発

地域の人材等の活用

学校外1お ける学習の場の確保

〈図4学 校運営連絡協議会 と地域環境〉
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m全 日制高校 にお ける学校 間連携 一生徒に開かれた学校づ くり一

1は じめに'

学校 は生徒 が主人公 となる教育活動の場であ り、生徒 に とって より良い学習 活動 を実現 す

るために 「開かれた学校」 にす ることが必要である。本分科 会では、生徒 に開かれ た学校 づ

く りを進める一つの取組 と して、「学校 間連携」 につい て取 り上 げた。

学校 の教 育活動 を規定 して いる もの は、その学校 の教育課程である。平成15年 度 か ら新学

習指導要領 に基づ く教育課程が 、年次進行で実施 され ることとなってお り、各学校 におい て

は、学校の実態 に応 じて、創意工夫 を生か した教育活動 をどの ように展開 してい くかが大 き

な課題 となって いる。 このこ とは、複雑化 してい く社会の 中で、興味 ・関心、考え方、行動、

目標等 について生徒 の多様化 ・個性化が進 み、柔軟 な教育活動の展開が求め られて いる こ と

に結び付いてい る。

しか し、各校単独 では、教育課 程の工夫 において も一定の限 界があ る。その限界 を乗 り越

え る一つの方法 として考 え られるのが、「学校間連携」 である。

2学 校間連携の現状 一東京都 の取組 を中心 に一

平成2年 度 の高等学校教育 開発 委員会教 育課題部会 によ り、「高等学 校 にお け る普 通教 育

及 び専 門教育 の連携 のあ り方一1既 設校 における普職 の連携 の在 り方」が示 され、東京 都

にお ける 「学校 間連携」 にかかわる先駆 的な研究 となっている。平成3年 度 に開校 した定 時

制 ・通信制課程 の新宿 山吹 高校 では、翌4年 度 か ら学校 間連携 を実施 してお り、現 在で は定

時制 ・通信制課 程において、5校 の定時制 高校 か ら連携生徒 を受 け入 れている。

また、平成9年9月 に まとめ られた都立 高校改革推進計画 では、 「生 徒 に開か れ た学校 づ

くりの推進」 の中に学校 間連携 の推 進の項 目があ り、「学校間連携 の ガ イ ドラ イ ンの作 成 及

び モデル校 の設 置」 が示 されてい る。 これに基づ き、学校 間連携検討委員会が設置 され、 平

成11年3月 に報告書 を提 出 した。 この報告書 では学校 間連携 を実施す るに当たっての様 々 な

状況 、意義 、効 果、方法、問題点 などにつ いて多面的 な分析が なされ 、 また、他県 での実 施

状況 につ いて も調査報告 している。その中で、連携の方式 として 「1対1の連携」、「数校 で の

連携」、「マ グネッ ト校 方式(仮 称)」 の三 種類 の形 態 を取 り上 げてい る。 特 に 、東 京都 で は

「マ グネ ッ ト校方式」の連携 に取 り組み、モデ ル校の設置が平 成11年10月 の都 立高 校改 革推

進計画 第二次実 施計画に盛 り込 まれている。平成12年 度 開校の桐 ケ丘高校で は、平 成13年 度

か ら学校 間連携 の実施 を予定 しているが、平成13年 度 開校予定の世 田谷泉高校 も、学校 間連

携 につ いてのモデル校 と しての役割 が期待 されている。

3全 日制高校 の学校 間連携

現在 、都立高 等学校 においては全 日制課 程問の学校 間連携 は実施 されていない。そ こで 本

分科会 では、在籍する生徒 数が一番多い全 日制高等学校 にお ける 「学校 間連携」 について、

「生徒 に開かれ た学校づ くり」 を進め る観点か ら研 究 し、その効 果等 につ い て考 察す るこ と

とした。
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(1)学 校間連携の シ ミュ レーシ ョン

まず 、学校間連携 をシ ミュ レーシ ョンす ることに した。そのため前述 の学校 間連携 実施校

か ら聞取 り調査 を行 った。 また、多 くの都立高校か ら学校要 覧や学校案 内等 の資料 を取 り寄

せ、学校の教育 目標 、特色 、教育課程 、年間行事 、生徒 の状況 、進路 の状況等 につ いて も調

査 した。 この こ とを踏 まえて、連携 を行 う学校の概要 や重点配置科 目等 につ いて検討 した。

ここで は、普通科 の中堅校 と言 われてい るA高 等学校 、福祉 関係 に特色 のあるB高 等学校、

商業科 ・家政科 をお くC高 等学校の3校 を想定 し、学校間連携 について考 える ことに した。

① 学校の概要

以下 はシ ミュ レーシ ョンで設定 した各校の概要 を示 した ものであ る。

A高 校…普通科の 中堅校であ る。生徒 の学力はかな り幅広 い ものがあ り、興味 ・関心 な ど

多様 な生徒が増 えて きている。そ う した状況 の中、90%近 くの生徒が4年 制 大学

や短大への進学 を希望 している。進学指導の体制 は、理系 ・文系 に分 け、進 路 に

応 じた選択講座が開設 され、放 課後に受験対策の補習 なども行 ってい る。進 路指

導 について は4年 制大学 や短大が 中心的であ り、専 門学校 に進 む生 徒 、 就職 希望

生徒への対応 については、不十 分な状況であ る。

B高 校…福祉関係 に特色 をもっていて、将 来は福祉関係の大学への進学や職業 に就 きた い

と目的 を持 って入学 して くる生徒 は多いが、学年が進むにつれ他の進路希望 に変

更す る生徒 も多 く出て くる状況 である。福祉関係への就職、介護 ・福祉の大学 ・

専 門学校への進学 を希望する生徒 は全体の2～3割 にとどまってい る。 また、他

分野の大学 などに進学 を目指す者 は2割 程度 いる。福祉 関係 以外 の進 路指 導 につ

いては学校 と して も十分に対応 で きてい ない状況である。

C高 校 …商業 科 と家政科 を置いている。就職の実績は良好で、地域 か らの信 頼 も高い。 企

業 との関係 も密接 で、卒業後社会です ぐに役 に立つ授業 も数多 く開設 され 、 ワー

プロ検 定 ・簿記検定 ・被服検定等の資格取得 を目指す講座が充実 している。近年、

大学 ・短大 の進学希望者 も多 くなってきたが、進路希望 が多岐 にわた るため 、受

験指導 の面 では不十分 な状況で ある。

② 重点配置科 目一覧

表1は 、設定 した3校 それぞれの自由選択科 目の うち、各校 が力 を入れて設 置 して い る

特色 ある科 目を まとめた ものである。

表1特 色ある科 目 ・重点配置科 目の例

高 校 名IA高 校 B高 校 C高 校

課 程 普 通 科 福 祉 科 商業科 ・家政科

重点配置科目

国語表現

古典II

数学ID

数学C

ライテ イング

リーデ イング

社会福祉制度

基礎介護

公衆衛生

家庭看護

文書デザイン

簿記

経済活動 と法

児童文化

リビングデザ イン

服飾手芸 食文化
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(2)実 施 ま で の仮 想 ス ケ ジ ュ ー ル ー平 成X年 度4月 開講 を 目指 して 一

学 校 間連 携 の4月 実 施 を 目指 す た め に は 、事 前 に十 分 な準 備 期 間 が 必 要 で あ る。 表2は 、

シ ミュ レー シ ヨン した 各学 校 に お け る生 徒 及 び保 護 者 に対 す る主 な指 導 項 目や 、理 解 と協 力

を得 る た め の事 項 、 さ らに連 携 を どの よ うに進 め てい くか につ い て の取 組 につ い て 、年 間 の

ス ケ ジ ュ ー ル を ま とめ た もの で あ る 。

表2実 施 ま での スケ ジ ュー ル表

生 徒 対 象 保護者対象 連 携 校 備 考

X前 年 生徒 との進路につ 連携委員会開催 ※連携委員会は次の役割を行う

以前 いての話合い 協定締結 ア 連携校の連絡調整に当たる

連携科目準備 イ 連携各校において教職員の

理解を深める等、連携を推進

ウ 教育委員会への報告 ・連絡

相談の窓口となる

※生徒の進路指導と選択科 目に

ついて各校で指導する

X前 年 進路指導 保護者会 ※生徒の進路指導と選択科 目に

4月 (各自校生徒対象) ついて各校で指導する

5月 面談

7月 連携科目説明会 連携科目説明会 連携科目説明会 ※連携科 目担当教員が(進 路 と

授業見学 授業見学 の関係 も合わせて)直 接説明

する

8月 卒業後の進路につ

いての研究

9月 三者面談 三者面談

10月 選択科目資料配付 保護者会 希望生徒の確認 ・

(連携科 目を含む) 個別指導

11月 選択科目希望調査 連携科目希望調査

交換

12月 調整 調整状況報告 連携委員会調整会 ※連携科 目数 ・定員 ・ク ラス編

議 成等について詳細な打合せ を

行う

1月 選択科目仮決定面 ※希望生徒に対 し、担当教員が

談指導 直接説明 した り指導を行 う

2月 決定 決定通知

3月 連携委員会

諸準備

X年 履修取 り下げ受付 履修生徒確定 ・連

4月 進路指導 絡
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(3)学 校 間連携 の基本 的な システム と留意点

互 いに通学可 能な距離 である3校 において、連携科 目の実施曜 日を設 け、 生徒 が相 互 に選

択科 目の授業 が受け られる ようにす るこ とな ど、連携 を進めてい く上での基本的 なシステ ム

につ いて条件整 備 を図る必要 がある。以下 は、条件整備のための主な協 議事 項 につ いて ま と

め た ものである。

表3条 件整備のために協議 する内容例

協 議 事 項 協 議 内 容 の 例

実 施 期 間 ・各校、最低で も3年間連続 した実施期間の確保に努力する

実 施 学 年 ・ 科 目 ・実施する学年をそろえる(例 えば、第3学年生徒 を対象 とする)

実 施 曜 日 ・ 時 間 ・各校における重点配置科 目を連携科目とする

・連携科 目は同一曜 日に開設す る

・2時 間連続で2科 目の授業実施を原則とする

単 位 認 定 ・履修及び修得、評価及び評定などの基準は連携委員会において確

認 し、文書を各校で保管する
・連携科 目担当校で単位成績原案を作成 し、共同成績会議を毎学期

末等に実施する

・授業の内容等については、担当教員の意見を尊重する

出 欠 確 認 ・生徒 の出欠席 の状況 は、フ ァクシ ミリ等 を活用 し連絡す る

生 徒 指 導 ・事前に十分な協議をした上で、各校における指導を尊重する
・規則違反等の生徒指導は所属校で行 うもの とする

通 学 ・登 下 校 時 間 ・学校体育 健康 セ ンターに事前連絡 を とり、通学 として認 める こと

について確認する

・交通費に関 しては、生徒 の負担 とす る

・連携科目受講生徒が学校図書館、進路室等の施設の活用ができる

ように事前に協議する

経 費 ・生徒 と学校が負担する経費について、事前に協議 し確認する

そ の 他 ・各校の行事の実施日について考慮 して、連携授業 を実施する

(4)連 携の意義

「学校 間連携」 に取 り組 むこ との意義 について、以下 に述べ る。

① 授業科 目の選択幅 が拡大 し、生徒の興味 、関心及び進 路適性 に応 える ことがで きる

現在 、都立高等学校全 日制課程で は、それぞれが特 色ある教 育課 程 を編 成 してお り、 そ

の教育課程 に従 い意欲 的に学習 している生徒 は多い。 しか し、高等 学校選択 時 に 目的 意識

の低 かった生徒 や学習 してい く過程で 目的や進路 を変更す る生徒 も多 く見受け られ 、そ う

した生徒 に とっては必 ず しも興味 ・関心や進路希望 に応 えた教育課程 になってい る とは言

えない面 もある。1校 単独で は教育課程の編成や選択科 目の幅 に限 界が あ るか らで あ り、

「学校間連携」 を実施す るこ とによ り、他校の連携科 目の受 講 な ど選 択幅 が一 挙 に拡 大す
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るこ とになる。そ して、生徒 一人一人が興味 ・関心 や進路希望 に見合 った科 目を選択 で き

るよ うになる。

② 生徒 に適切 な進路指 導がで きる

単独校 では、生徒 の進路 に対 しては、進路指導室等 で も資料が不足 している場合が多 く、

情報収集が十分 にで きていない とい う実態が ある。例 えば普 通科 高校 で 当初 は4年 制 の 大

学 に進学 を希望 していた生徒が 、学年が進 むにつ れて福祉関係への就職希望 に変更 して く

るようなケースはよ くあるこ とであるが 、この よ うな場合相談 を受けた教員が福祉 関係 の

資料 を集め に、進路室 に出向いて も資料不足か ら情報収集で きない ことが多い。 この生徒

がB校 の よ うな福祉科 の学校で学習 で きる仕組み になっていれば、福祉 関係 を得意 とす る

教員 の進路指導 を受 けるこ とがで きる。その逆の ケー スと して、福祉科 や家政科の生徒 に

とって も大学への進学 を希望 して いるよ うな場合 には、A校 の進路指導 室等で指導 を受 け

やす くな る。 この ように連携 を充実 した ものに してい くことに よ り、これ までで きなか っ

た きめ細か く適切 な進路指導がで きる。

③ 教員 の研修意識 が高 まる

教員 が新 たな生徒 を迎え入れる に当たって、指導法や教材教具の改善 な どに取 り組 む よ

うになる と考え られる。 目的意識 をもって他校 か ら授業 を受 けに くる生徒 は、よ り高 い授

業の 質を求 めて くるのは当然 のこ とであ り、教員 もよ り丁寧で分か りやすい授業 を心 掛 け

るようになる。このため教員が これ まで以上 に授業準備に時間 をかけ、授 業改善 に取 り組

む ようになる。 さ らに他校で学 んだ授業内容や授 業方法について、生徒 が 自校 の教員 に報

告 す るようなこ とも考 え られ、その報告等 によ り校 内研 修会 の実施機運 が盛 り上が り、教

員 の研修意識が高 まるこ とが期待で きる。

④学 校間連携 により各校の特色が明確 にな る

各校 はそれぞれの特色 とす る科 目については、教育課程上 に単位数 を多 く配当す るな ど

教科指導 や進路 指導 に重点 をお き、生徒 一人一人が充実 した学校生活 を送れる よう工夫 し

ている。連携科 目を受講する生徒の存在 が、各校 の特色 ある授業 をよ り一層 明確 化 させ て

い く効果 も生 ずる。 ひいては連携科 目受講生 が、よ りよい環境で受講 で きる ように、少 し

で も 「学校 間連携」 を意識 して、校 内にお ける人事面、施設 ・設備面 にお ける充実 を図 れ

ば 、その学校 の特色 を一段 と明 らかにす るこ とがで きる。

4全 日制高校の学校間連携の実現 に向 けて

「学校間連携」 は、和歌 山県 をは じめ他県 においては実施 されているが、都立高校全 日制

課 程 において は実施 されてい ない。新宿山吹高校 をは じめ とす る定時制 ・通信制課程 の一部

とチ ャ レンジ ・スクールにおいて、計画 ・実施 されて いる だけで あ る。前 述 の平 成11年 度

「学校 間連携検討 委員会」 の報告書 な どには、実施 に向け た課題 につい て十 分整 理 されて い

るが、そ こで取 り上げ られてい る課題の多 くは、連携 が実施す る方 向で動 き出せば解決 で き

る もの と思 われる。

「学校 間連携」 の実現 に向けて大切 な ことは、連携校 の教員が連携 の意義 について十分 に

理解 し、諸課題 を解消 してい くために共通認識 を もって取 り組 むこ とである。そのため に は
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連携 に関 して、教員 の取組 意識 を高 めていか なければ ならない。具 体的には、企画調整会 議

等 で 自校 の取組 が連携 委員会 の意 向に沿 った ものであ るかな どについて検 討協 議 した り、 そ

こで出た課題 に対 して職員会 議に報告す るな どし、教員の意見 を求めてい くことなどが考 え

られる。 また、連携委 員会の報告資料 や連携 に関す る他県の取組状 況な どの資料 につい て も

教員 に適宜 配布 し情報 提供 してい くこ とも必要であ る。

また、 目的意識 の高い生徒 を相手 に授業 をす ることは教員 に とって喜 び につ なが る もので

あ り、「学校 間連携」 に対 して協力的 な教員は必ず出て くるはず で あ る。 そ う した教 員 が連

携 委員会 をバ ックアップ し、学校全 体の理解 を基 に した取組 とす ることが大切であ る。

5お わ りに

全 日制 課程の 「学校 間連携 」は、全教科 ・科 目にわ たって全面的 に進めてい くもので は な

い。一部 の生徒 であって も、生徒 がその進路や興味 に沿 って他校の教科 ・科 目の授業 を受 け

る ことので きる システム を構 築 し活用す れば、十分 な効果 を生む仕組であ る。

また、生徒 一人一 人は 自分の所属校 に帰属感 をもってお り、その帰属 感が拡散 して しま う

よ うな学習活動 は避 けるべ きであ り、 自校 の足場固め を しっか りした上 で、他校 にお け る授

業 を受 け られる ように してい くこ とが重要であ る。 まず、それぞれの学校 で実施可能 な部分

につ いて連携協力 で きる ことか らは じめ、徐 々にそのエ ネルギ ーが全体 に還元で きるよ うな

制度 になった とき、全 日制課程の 「学校 間連携」が本格化す ると考 えられ る。 そ して、学校

の特色 ある教育活動 に、他校 の生徒 が 目的意識 を もって参加で きる よ うになれ ば 、 「生徒 に

開か れた学校づ くり」 の一場面 を現実 化す る第一歩 を踏み 出す こ とになるはずで ある。

最後 に、全 日制課程 の 「学校 間連携」 を推進す るため には、実際 に連携 を進 めてい く教員

の意欲 に依存 する ところが大 きい。教員 には、連携 を実現す るに当た り、様 々な克服す べ き

課題が待 ち受 けている。 しか し、連携授業 を実施す ることは、生徒の希望 に応 え、生徒 の学

習意欲 を高める とともに、学校 の教育活動 を充実 させ ることにつ なが るとい う意識 を持 つ こ

とが大切 である。

そのために も、「学校 間連携」 を改革推 進計画の一 つ として盛 り込 み、「学校 間連携」 に関

す る研修 会 を実施 して、多 くの教員 の参加 を求め 、各校の積極的 な参加 を促 してい くことが

今後 の課 題 と考 えられ る。
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IV教 員の学校経営への参画意識

1は じめに

中央教育審議会の 「今後の地方教育行政の在 り方 について」(答 申)で 、学校の 自主性 、 自

律性 の確 立が示 され た。都 におい て も、「都 立高校改革推進計画 第二 次実 施計 画 多様

で柔軟 な高校教育の展開の ため に 」 を発表 して、教育改 革及び、都立高校改革 を進 め

ている。

この教 育改革 を推進 し学校 を変 えるには、教員の意識改革がな されなければ ならない。

本分科会 では、「開かれた学校 づ くり」 を推進す るに当たって、教 員 の どの ような意 識 を

どの ように変 えてい く必要があ るのか について検討 した。

教育 活動 の計画 を立て実施 し評価す るため には、職員 会議等 の機会 を通 して、学校 の教育

目標 、校 長の学校経営方針 を教員一人一人が熟知する ことが、 と りわけ重要であ る。 しか し、

実際 は 「例 年 どお り」、「従来 どお り」で よい とする教員 も多 く、生徒 に対 する評価 につ い て

も、重要 である ことは理解 してい なが ら、教員相互に話 し合 う雰 囲気 が希 薄であ るとい う指

摘 もある。学校 を変 えてい くため には、教 員一人一人が学校 とい う組織 の一員 であ るとい う

意識 を持 つ こと、組織 の一員 と しての課題意識、学校経営へ の参 画意 識 を高め ることが大 切

で ある と考 えた。

さ らに、教員 一人一人が、前年度の 自らの教育活動 を振 り返 り、課題 を発 見 し、学校 の教

育 目標 や校長 の経営 方針 に照 ら して、当該 年度の 自らの 目標 を設定 し、課題 を解 決す る手 立

て を考 え、実際 に教育活動 を工 夫 ・改 善 してい くために、学校が組織体 と しての力 を発揮 で

きるよ うにす る方策について検討 した。そ して、評価 もさるこ となが ら、教員相互 に課題 を

共有す るこ とが不十分 であった り、情報 が どこかで止 まって しまった りす る実態 を改善す る

ことが重要で はないか とい う結論 になった。学校 内の透 明性 を高 め、情報 の共有化 を図 る必

要性 を痛感 し、「教員の学校経営への参画意識」 をテーマ と して、 実現 の ため の方 法 、手 立

て について研究す る ことに した。

2自 己申告書の活用

平 成12年 度か ら、教員の資 質能力の向上 を図るとと もに校長の リーダーシ ップの下 、学校

組織 の活性 化 を図 るこ とを 目指 して、人事考課制度が導入 されてい る。 この能力 開発型 の 人

事 考課制 度は、教員が校長 ・教頭 との面接 を通 じて 自己 目標 を設定 し、 目標 に対す る成 果等

の 自己評価 を行 う自己 申告制度 と、教員の職務遂行の成果やその過程 にお ける努力等 を評価

す る業績評価 制度 を柱 とす る。

本分科会 では、教員 の意識 を改革 し、学校経営へ の参画 を促 し、開かれた学校づ くりを推

進す るために、 この 自己申告書 を有効 に活用 してい く方法について考えてみる ことに した。

自己申告 の 目的は、次 の3点 である。

r

○ 自己 申告制 度は、学校経営 方針 を踏 まえて教育職員が 自ら職務上 の 目標 を設定 し、 その

目標 を どこまで達成 で きたかを 自己評価す る もので ある。
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○ 自己申告 は、 自ら目標設定す ることで、 よ り主体的に職務 に取 り組 む とともに、 自己評

価 を行 い、 自己の能力 や改善すべ き点等 を把握 する ことによ り、職務遂行 能力の開発 ・

向上 を 目指す ことを 目的 とす る。

○ 自己申告 を通 じて、教育職員 の適性や得意分野、異動希望等 を的確 に把握 し、教 育職 員

の育成 及び異動等 の基礎 的な資料 とす る。

______________________________________JL_______________________

こ の 目的 に 従 い 、教 員 は 、 当初 申告 日(4月1日)に 、 職務 に つ い て 、 「自 己 申 告 書 」 表 面 ,

に 、 『学 校 経 営 方 針 に対 す る取 組 目標 』、 『担 当職 務 の 目標 と成 果(「 学 習 指 導 」 「生 活 指 導 ・

進 路 指 導 」 「学 校 運 営 」 「特 別活 動 ・そ の他 」、今 年 度 の 目標 、 目標 達 成 の た め の 具 体 的 手 立

て)』、 「研 究 ・研 修 今 年 度 の 目標 、 目標 達 成 の た め の具 体 的 手 立 て 』 及 び 、 異 動 及 び 能 力

開 発 ・活用 に つ い て 、 裏 面 に 『自由意 見 』 等 を記 入 す る。

この よ うに 教 員 が 、 自 らの教 育 活 動 を振 り返 り、 組 織 の 一 員 と して 自身 の 課 題 につ い て 考

え記 す こ とは 、 大 き な意 義 が あ る 。

(1)自 己 申 告 書 へ の 記 入 内 容

を充 実 させ る手 立 て

一 部 の教 員 は
、 この 自己

申告 書 記 入 方 法 が 分 か ら な

い とい う こ と も考 え られ る

の で 、 本 部 会 と して は 、 ま

ず 、 下書 きの た め の 様式 を

考 え て み る こ と に した(右

図)。

この 様 式 を用 い て 記 入 の

準 備 をす る こ と に よ り、 自

らの 課 題 を発 見 し、 自己 申

告 書 へ の 記 入 も円滑 に進 む

もの と考 え る。

(2)学 校組織の一層 の活性化

を図 るための手立 て

本分 科会 の 中で は、 「今

年 度初 めて書 いてみて、書

く欄 が足 りない ことを実 感

この用紙 は,自 己申告書 記入の 前段階 と して,内 容 を整 理す るための もので す。

1学 習指導

(1)課 題発 見の過 程

① 現状 は とのよ うにな って います か。(箇 条 書 きで)

② ① の現状 に対 して,あ な たが理想 と考え る状 態は ど うい うもの ですか。

(箇 条書 きで)

③ ①② を比較 して,そ の隔 た りを箇条 書 きに して ください。

→ この 隔た りが,あ な たの課題 にな ります。

④ まだ課題 が出て こない場合 は,② のあな たが理想 と考え る状態 をワ ンラ ン

クア ヅブ させ てみて くだ さい。

(2)課 題解 決 の過 程ア

(1)③ で明 らか になったあ なたの課 題につ いて,次 の作業 を行 って ください。

① 課題の それぞれ を比較 して,そ の関係 を検 討 し,そ の課題 を解 決す るこ と

で,他 の課 題も解 決で きる とい うような,よ り根本 的な解 決が図 れる もの を

指 摘 して ください 。

② ① で指 摘 した ものの 中で,解 決 の緊急性 の高い もの を挙 げて くだ さい 。

③ ①で指 摘 した ものの 中で,あ なたの仕 事等にお いて,重 大な もの を挙 げて

くだ さい 。

(3}課 題解決 の過程 イ

(2)で 整理 した課 題 につ いて,次 の作 業 を行 って くだ さい。

① そ の課 題の原 因の所 在を,考 えて分類 して くだ さい。

a自 分の努 力の範 囲内で解 決で きるもの

b自 分の努 力の範 囲内では 解決が 困難であ り,分 掌 等組織,学 校 全体 と し

ての取組 が必要 なもの

eそ もそも解 決 が困難 なもの

② ① のa,bに つ いて 、解 決の 方策 を考 えて,記 して くだ さい。

2生 活指 導 ・進 路指導(略)

した。」 とい う発 言 が あ っ た 。 新 聞報 道 に よれば 、84%を 超 え る教 員 が 申告 書 に 前 向 き に

記 入 して い た とい うこ とで あ る。

しか し、 こ の 自己 申告 制 度 は 、あ くまで も人事 考 課 制 度 の一 環 で あ る こ とか ら、 校 長 ・

教 頭 と双 方 向 的 な 仕組 み の 中 で評 価 が 行 われ る とい う一 面 が あ る 。 本分 科 会 で は 、 自 己 申
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告書 への記 入によ り、校長 ・教頭 との意思の疎通 を深める ことがで きるが 、さらに教 員相

互に刺激 し合 うこ とにつ なげてい かなければ ならない と考えた。

校 長 ・教頭 は、自己申告の それぞ れの項 目に目標や具体的 な手立てがあれば、そ こか ら

教 員の意欲や 自己認識 の在 り方 を知 り、それ を生か した指 導助言 を行い、その教員の 意識

改 革、資 質能力の向上が 図 られ る。また、校長 ・教頭は教 員の 自己申告 書 を踏 まえて 、学

校経 営 に生かす こ とが可能であ るが 、自己 申告書 は、非公開が原則 であ り、内容 を校 内 に

おいて具体的 に示す こ とはで きない。

教員が前向 きに、学校運営の課題 、課題解決の方策等 を考 え記 入 した ことを、教員 相互

の共有の財産 として活用す る方法 について検討 した。

そ こで 、次 に、本分科会で は、教員の学校経営への参画意識 を促す ため に、 自己 申告 書

と併せて提 出す る、補足様式 を検討す る こ と

に した(右 図)。

これ は、学校改善 のための資料 とす る こ と

を目的 と して学校裁量 で実施 し、公 開を前 提

とす る。 「自己 申告 書 」 に準 ず る もの と し

て、用紙の配布 、回収等 は副校長 ・教頭 が行

うことを想定 してい る。

教員 によって 、自己申告書を記入する前に、

構 想 を練 り、下書 きとしてこの様式 を使 って

もよい し、 自己 申告書 を記入 した上で、学 校

運営 、学校改善 をよ り意識 して この様式 を用

いて もよい。

自己 申告書 だけで も面倒 なの に同 じこ とを

二 度書か され るとい うような批 判や苦情 も考

え られ るが 、 目的が異 なること及 び自己 申告

制 度の非公開 と学校改善への方策の両立 を 目

指 している ことを周知徹底する必要がある。

この補 足様式の活用手順 を次 に示す。

氏名

・所 属校 における課題

・学校 経営方針 に対す る取組 目標

・学校 経営 につ いての今 年度 の 目標

・目標 達成 のための具体的な方策

・提 言 一 私 ならこの 学 校 をこうす る!

活用 のための手順

1副 校 長 ・教頭 が、整理番号 を付 けるな どして記 入内容 のま とめ を行 い、早 い時期

に教員 全員 に配布 する。

2企 画調整会議 で主任層 に働 きかけ、分掌 の部会 、教科会 、学年会等 で、検討 及 び

活用 を図 らせ る。

3企 画調整会議 、校 内研修 を担 当す る部署 に検討 をさせ 、研修主題 を幾つか設 定 し

校 内研修会 を企画 、運営 させ る。
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3学 校評価の活用

(1)ア ンケー ト調査 の実施

学校評価 は、組織体 と しての学校が 、

その教育活動 を総合的 ・客観的に見直 し、

その成果 を積 極的 に評価 する とともに、

改 善点 を明 らか に し、教育活動の充実 ・

向上 を図るための ものである。

そ こで現 在の学校評価の実施状 況 を把

握 するため に、現行学習指導要領 に対応

した、「東京都 公立 高等 学校 評価 基準」

(都教育委員会 、平成7年2月)の 活用状

況 について、119(全 日制96、 定時制23)

の学校(課 程)に アンケー ト調査 を依頼 し

た。

質 問事項

①昨年度(平 成11年 度)に おける学校評価の実施

②学校評価 の実施形態

③学校評価結果の活用

④学校改善に向けての学校評価結果活用状況/結

果の望 ましい活用(記 述式)

①昨年度(平 成11年 度)学 校評価を

一一 一 『-1

1

t

実施した

実施しなかった

0 zo 40 so 80 ioo

②学校評価を

(2)調 査結果 と考察

ア ンケー ト調査 の回答 総数 は119で 、

調 査結 果は右 の グラフの とお りであ る。

以下()内 の数 は回答数 である。

③ では学校評価の結果を学校の改善に、

ほ とん どの学校が生か してい ることが 分

か る。

その他の内容 と しては 、「職員 会議 で

の報告のみ」 「す ぐにで きる もので きな

い ものがあ る」 「生か しつつある」といっ

た回答があ った。

③ 学校評価の結果 を学校の改善 に 「生

か した」 と回答 した学校 に、評価結果 活

用状況 を記述式 で尋 ねた。回答 を分類 ・
國

整 理 した結 果 は右 の とお りで あ る 。

評 価結 果 の活 用時 期 と して は、年 度末 ・

年 度 始 め が 圧 倒 的 に多 い 。そ う した 中で 、

「各 部 は 毎 週 会 議 を 行 っ て お り、 そ の 都

度 評 価 を行 い な が ら、運 営 ・指導 の 改 善

に努 め て い る 。」 と い う記 述 が 目 を ひ い

た 。

1外 部評価として

1内 部評価として

1両 方
1

0 20 40

③学校評価の結果を学校の改善に

6080

生かした

生かさなかった

その他

0 20 40 60 80 100

一

・校長の学校経営方針の策定

・次年度教育課程の編成、次年度の計画
・各分挙 ・学年 ・教科等の新年度の重点

目標設定及び具体的方策の検討
・新年度の活動方針、教育計画の作成
・各分挙 ・学年 ・教科等の引き継 ぎ

・次年度の人事決定

・週ごと

0
σ

O
Q

(8)
(5)
(3)
(3)
(1)
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特 別活動・ と りわ け・ 「学 校行 事 の見1何 について}

直 しを挙げ てい る学校(課 程)が 最 も多 く、

次 いで 「文化祭」、「体育祭」 であ った。

行事 の評価 につ いて、「その都度 アンケー

トを実施 している」 とする学校(課 程)が

5あ ったが 、活用 時期 は次年度 の同一行

事 となっている。

また、「家庭 ・地域 との 連携 」 で は、

学校運営 連絡協 議会 の外部委員の声 を と

り上 げ公開授 業 を行 った等があ る。

こうした学校評価の活用 を通 して 、

「教 職員の意識改革 に役立 ち学校改 善の

動 きが活発化 して来た 。」

「生徒 か らの 『生の声』 を通 して教 職員

の意識改革 に影響があ った。」

「学校 理解 を得 ることの重要性について、

教 員の意識改革 が見 られた。」

「意識改革 を図るために、校 内研 修の 改

善 を行 ってい る ところで あ る。」 等 の 記

述が 目立つ 。

・特別活動

・家庭 ・地域 との連携

・生活指導 ・生徒指導

・学校運営

・教科指導

・進路指導

・教育課程

・中学校 との連携

・教員

・広報活動

・施設 ・設備

・業者 との関係

(2s)
(25)
(24)
(22)
(11)

(g)
(7)
(7)
(5)
(5)
(3)

(1)

③ 学校評 価の結果 を学校の改善 に

「生か さなか った」 と回答 した学校 に、

評価結果 の望 ま しい活用 を記述式で尋 ね

た。回答 を分類 ・整理 した結果 は右 の と

お りである。

学校評 価(内 部評価)を 実施す る時期 が

課題 である。 また、学校 の改善 につ なげ

るためには、評価結果 を整理 ・分析 す る

組織 的な取組が必要であ り、担 当部署 を

明確 にす るこ とが重要で ある。

どの ように

・分掌 ・学年 ・教科の会議で検討

・職員会議 で報告

・校内研修会で検討、意見交換会 を実施
・企画調整会議 で検討

・冊子にまとめ、全職員に配布 し、検討
・職員に回覧

・特別職員会議で研修

・拡大部会 ・新旧合同部会で検討

・企画調整会議で研究協議 し、プロジェ

ク トチームを三つ編成
・学校改善委員会 で検討

・各分掌 ・学年での検討課題に設定 、主

任の 自覚 を促 す
・ポ イ ン トをま とめ、各 分掌 の主 任 に伝 え、

改善を促す

cio)
(7)
(3)

(3)
(2)
(1>
(1)
(t)

)
)
1
1

(
(

(t)

(1>

医魑 学校評価を早めに実施することによ り、学校

の改善に活用

魑 年度内に、問題点の整理、改善点の明確化

→次年度重点的に努力

活用に必要なこと

・苦情ではない、建設的な意見

・学校全体 としての取組

・組織の充実(行 事ごとの評価、個々の反省を学校全体

の改善や学校改革へ結びつけるため》

・評価結果の学校運営連絡協議会や、校 内研修委員会、

企画調整会議 における検討

・外部評価を繰 り返すことによる課題の絞り込み

・簡単なものからの取組(徐 々に教員の意識を変化させ

る}
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③ の評価結果活用状況あ るい は評価結 果の望 ましい活 用 に

ついての回答か ら、右図の ような流れ を校 内につ くり出 し、

学校の 自己評価の実施 と充実 を図 ることが、学校の 内か らの

改革の第一歩 となる と考 える。

その ため には、学校評価の実施時期、実施内容 、実施 方法

等 についての工夫が必要であ る。

現状の把握

y

噸 の発見
改善に向けての方策検討y

取組

時期 について は、一般 に年度末 に行われる ことが多 いが 、例 えば 「教育課程評価」 の 「教

育計画」 につい ては年度末 に実施す ると して も、「各教科」 につい て は、2学 期 制 の場 合 に

は前期末 、3学 期制 の場合 には7月 、12月 にも実施す るな どして、全教員 に課題 を意識 させ、

次 の指導の改善 ・工夫 につ なげることが重要 と考える。 また、「特 別活 動」 の学校 行事 につ

い ては、行事終了直後 に教員 ・生徒別々 にアンケー ト調査 を実施 している学校が 多いが、 そ

の活用 を次年度 の同一行事の企画 ・運営 においてのみ とするのではな く、年度 内の他 の行事

の改善 、生徒指導 に生 かす視点 を確立す る必要がある。

(3)「 東京都公立高等学校学校評価基準」の一層の活用 に向 けて

学校 の 自己評価 の充実 を図るためには、「東京都公立高等学校学 校評 価基 準」 を一 層活 用

してい く必要があ る。そ こで実施 を容易 にす るための見直 しを行 い、改 善点等 を整理 した。

設問項目 基準作成後の動 きを踏まえて、「学校管理運営規程」、企画調整会議、予算調整会議、

学校運営連絡協議会についての設問を追加する。

設問例 「…… しま したか。」では、「はい/い い え」で答 えられ るの で、 「どの く らい… …

しま したか。」の表現 に改める。

評点 12345の 場合一部の評価に偏 る傾向が 出る と考 え られ るので、1234の4段

階評価 とす ることによ り、緩和 、改善す る。

分量 学校における実施の場合、A4判 表裏1枚 程度の項 目で実施することが使い勝手 も

よい。

(4)学 校評価表の設問例

開 かれた学校づ くりの推進の ため には、「B表 教育諸条件評 価」 の次 の3項 目は評 価 表

にお いて外せ ない と考 え、設問例 を示 した。

B15職 員会議13

教職員は職員会議の機能を生か し、教育課題

を解決するための改善策を協力 してまとめまし
たか。12345

B33情 報 の活用 ・提 供 ・公 開13

教 職員 は教 育活動 を効果 的に行 うため、必要

な情 報 を適 切に活用 し提供す るシステムの改善

策 を協 力 して まとめ ま したか。12345

B41家 庭 ・関係諸団体との連携12

教職員は家庭への情報提供と家庭からの情報

収集に意欲的に取 り組みましたか。12345

→

教職員は、職員会議の運営において、生徒理

解 を深める協議をどの程度 しましたか。1234

教職員は、教育活動を効果的に行 うため、必

要な情報 をどの程度適切に活用 し、提供 し合い

ましたか。1234

教職員は、家庭への情報提供 と家庭の意見 ・

要望等の収集にどの程度取 り組みましたか。

1234
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(5)学 校評価 の実施の促 進

平成13年 度か ら全校実施 となる学校運営連絡協 議会 では、外 部評価 を実 施す る。本分科 会

が行 ったア ンケー ト調査 において、「外部評価の結果 、本校 に関 す る情 報 が乏 しく、 今後 の

情報発信 の工 夫 とその対応の重要性 を強 く指摘 された。 これを受 け、全校 をあげて、本校 の

教育活動 についての情報の公開 と地域 との連携 を推進 している。中学校へ の学校 訪問の 回数

を増や し、授 業公開等の 日数 を昨年度 よ り増 や し、その密度 を高める計画 である。……」 と

い うよ うな回答が見 られた。外部評価は、学校 に これ までにない刺激 を与 える ことにな り、

学校改 善に大 きな影響 力 を発揮 する。外部の方々か らは、教員一 人一 人が 自校 を自らどの よ

うに分析 ・評価 してい るのか説明 を求め られ、学校が主体性 を発揮 して内部評価 に積 極 的 に

取 り組 み、その活用 を図 って、外 部評価 との隔た りを客観的 に分析す る、 といった取組 が 不

可欠で ある。

学校運営連絡協議 会の実施に も抵抗 感 を持 ち、学校評価(内 部評価)に も消極 的な学校 の体

質 を どう改善す るかが今 後の大 きな課題 となる と考 える。

あ る学校 では、周年 行事 を好機 ととらえ、周年委員会提案 の形 で、教 育課 程(学 習 指導 、

生 活指導 、進路指導 、特 別活動 、その他)、 教職員、施設設備、予 算 、等 の評価 項 目につ い

て、「現状 と課題(今 までの○○高)」 「望 ま しい在 り方(こ れか らの○○高)」 の記述 を求め

るア ンケ ー トを実施 した。校長が リー ダーシ ップを発揮 しつつ 、それが組織 に浸透 した こ と

に よって、功 を奏 した と言 える。

また、あ る学校で は、校長が12月 に企画調整会議 を通 じて、各分掌、学年 、教科 の主 任 に

レポー ト(記述式 、様式 自由)を 求 めた。主任は部会、学年会、教科会 にお ける話合 いを踏 ま

えて まとめ、 レポー トを提 出 した とい う。 この ように学校 評価の実施について は、それぞ れ

の学校 の実態 に応 じた工夫が必要であ る。

4お わ りに

教員 の学校経営 への参画意識 を高め ることを目指 して、 自己申告書 の活用 については 、下

書 きのための様式 と補足 様式について考察 した。 しか し、学校評価 の活用 について は、 ア ン

ケー ト調査 を実 施 した ものの記 述式であったために、多様 な実態 を知 るこ とはで きたが 、集

計 、分類 、整理 が十分にはで きなか った。調 査に当たっては、あ らか じめ調査項 目を十分 検

討す るこ とが必要 である。 また、ア ンケー ト調査結果 を踏 まえて、学校評価 の重要性 をよ り

一層認識 し
、「東京都公立高等学校学校評価 基準」の一部見直 しに取 り組 んだが 、 評 価項 目

例が あま りに多 岐にわた り、体系 的な検討が で きなかった。今後 の研究 、そ して、各学校 で

の取組 に期待 したい。

規制緩和 、地方分権 の拡大 といった、時代 や社会の大 きな うね りの なかで、私 たち教員 が

自らの意識 を改革 して、学校経営へ積極的 に参画 し、「開かれた学校 づ くり」 を推 進 す る こ

とが きわめて重要 である。 自己申告書 の活用 、学校評価の活用等 をさ らに促進す る ことに よ

り、 よ り良 質な教育サ ー ビスを提供 で きる、魅力 ある都立高校 の実現 に努 めてい きたい。
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Vま とめ と今 後 の課 題

「開か れた学校づ くり」 を推進 してい くためには、 とか く閉鎖的 といわれ る教員の意識 を改

革 しなければな らない 。今年度 は、教員の意識改革が 、今学校 に求め られてい る課題で あ る こ

とを踏 まえ、開かれた学校づ くりを実現す る方策につ いて、三つのテーマの もとに考察 した。

それぞれ の まとめ と今後 の課題 につ いて は、次の とお りであ る。

(1)試 行校 に学ぶ学校運営連絡協議会の円滑な運営 を図 るための工夫

学校運営連絡協議会 の実施 は、教員一人一人が外部委員 の声や学校 評価の結果 を受け止め、

自 らの教育活動 を改 善 してい くことに結び付 ける ことがで きる。その結果 と して、生徒 一 人

一人の個性 を重視 した授業づ くりが推進 される とともに
、地域の教育力 を学校教育 に生 かす

と ともに、学習指導要領 に示 され てい る 「生 きる力」の育成 を図 ることがで きる もの と考 え

られ る。

試行校への ア ンケ ー ト調査の結果 を踏 まえ、協議会の運営 を円滑 にす るための工夫 につ い

て検討 したが、今後 さ らに学校 ・家庭 ・地域社会 の連携 を図 り開かれた学校 づ くりを進 め る

ため には、学校評価 についての研究 を深めるこ とが必要であ る。

(2)全 日制高校 にお ける学校間連携

生徒 にとって開かれた学校づ くりを進 めるため には、生徒一人一 人の興 味 ・関心 、能 力 ・

適性 な どを十分 に把握 し、生徒 の声 を生 か した柔軟で弾力的な教育課程の編成が必要である。

生徒 に多様 な学習の機会 を確保する ことになる学校間連携 は、教育活動 の充実 を図 ると と も

に、教員の意識の改革 を図 ることに結 び付 くもの と考 えられ る。

学 校間連携 を実施す るため には、連携す る学校が相互 に十分な協議 を行 うことが必要 であ

り、スケ ジュールの調整 をは じめ、生徒指導 な どについての綿密 な打 ち合 わせ を行 う必要 が

ある。今 後は、理論 面のみでな く、実践 を通 じて よ り深 く研 究 を進 めてい くことが課題 であ

る。

(3)教 員の学校運営 への参画意識

学校運営 にかかわる課題 及びその解決のための方策 を教員が 出 し合 い、教員一 人一人が 課

題意識 を もって学校運営 に参画 しようとす ることは、 自らの学校 をよ りよくす るため に役 立

つ こ とである。学校 の実情 に応 じて工夫す ることが必要 にはなるが 、教員 の意識 を改 革す る

こ とに よ り、学校 が内 にも外 に も開かれた もの となる ことが期待 で きる。

自らの教育活動 を点検 する学校評価 は、学校の 自主性 ・自律性 を確立す るために不 可欠 で

あ り、評価 の結果 に基 づいて適切 な計画 を立案 し実践す るためには、評価基準 につ いての研

究 を深 める ことが課題 である。

今 回 の研 究 を通 して 、生 徒 に とっ て魅 力 あ る学 校 づ く りを進 め て い くた め に は 、教 員 一 人 一

人 が 意 識 を改 革 して い く こ とが 不 可 欠 であ る こ と を確 認 した 。教 員 は 、 自 らの教 育 活 動 を 日々

振 り返 り、学 校 とい う組 織 の 中で 、 自分 自身 の 長 所 を どの よ うに した ら生 かす こ とが で き、 生

徒 の た め に どの よ うな取 組 が で きる のか 考 えて い くこ とが 大 切 で あ る。

本 年 度 の 研 究 は ま だ十 分 で は な いが 、 これ まで の成 果 を踏 ま え て さ らに研 究 を進 め 、生 徒 や

学 校 の 実 態 に応 じて 、創 意 工 夫 を生 か した 実 践 が展 開 で きる よ うに して い きたい と考 えて い る。
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